《プロキオンが望遠鏡でサンタさんを探している。》

プ「どこかなぁ～」

カ「よっプロキオンぼうや！何か探しものでもしてんのか？」

ポ「何を一生懸命探してるんだよ」

プ「あっふたご座さん！・・・ちょっとね」

カ「まっわが弟ポルックス！プロキオンったら『ちょっとね！』ですってよ！」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（オカマ＆井戸端会議のおばちゃま風）

ポ「ほんとね、カストルお兄さま。今日のプロキオンったら連れないんじゃありませんこと？」

プ「なんだよ、ふたりとも。僕は今、忙しいんだってば！」

（プロキオン、再び望遠鏡をのぞく。すると《おうしさんの目がドアップ！》）

プ「うっうわ！！！おっおうしさん！もぉびっくりさせないでよぉー」

う「何してるんだも～」

プ「僕は今、サンタさんを探してるんだ。」

オ「サンタさんは今、クリスマスプレゼントの準備に追われてるんじゃないのか？」

プ「オリオンさん！そっかぁ。みんなサンタさんのプレゼント楽しみにしてるもんね」

シ「それよりもプロキオン！ツリーの飾りつけは終わったの？」

プ「あっお母さん！ちょっと待って！もう少し探してから行くよ！」

シ「まったく・・・飾りつけしちゃわないとサンタさん、来てくれないわよ！」

プ「は～い。ん？あれ？あの赤いのはなんだろう？サンタさんの星？サンタさんあの星にいるのかなぁ？・・・んっ？！何か近づいてくる？！」

　

「あれ？・・・・あれ？」

カ「おい！なんかやってくるぞ！」

ポ「なっなんだ、なんだぁ？！」

う「ぶつかるもぉ～」

《ドン！！！》

みんな「うっうわ！！！！」

《そり型ＵＦＯが近づいてきて、プロキオンとぶつかる。》

プ「イテテテテテ・・・・」

シ「プロキオン！大丈夫？！」

オ「ケガはないかい？」

プ「うん、大丈夫だよ！」（痛いのを少し我慢している感じ）

（プロキオン、火星人に気づく）

プ「あれ？君は誰？」

火「僕は火星人だよ！ここが地球かぁ。わぁ～」

　　《火星人あたりを見回している。》

プ「火星人・・・？」

火「そう、僕はあの赤い星から来たんだよ」

確かに・・・プロキオンを誰なのか知らずに旅をすることになってしまいますよね。。。

プ「な～んだ。あの星、サンタさんの星じゃなかったのかぁ。ところで君、あんなところからいったい何しにきたのさぁ」

火「あのね、僕、クリスマスツリーがほしいの・・・」

プ「えっ？火星にはクリスマスツリーはないの？」

火「うん、火星には一本も木がないの」

プ「えぇっ！！一本もないの？」

火「一本もないの」

プ「じゃあさ、地球の木をいっぱいもっていけばいいじゃん。こんなにいっぱいあるんだからさ」

火「ホント？！・・・わぁ～い！！どうやってもって帰ろうかな。」

プ「う～ん、ＵＦＯに乗るかなぁ・・・」

《プロキオンの頭に、大きなそりに載せてる想像がうかぶ、が×》

カ「ばっかだなぁ～プロキオンは。持っていけるわけないだろ。」

ポ「そうだよ。それに、火星には水がないから、木を持っていったって枯れちゃうぜ」

オ「ずいぶん昔は火星にも水があったというがね」

プ「そうなの？！水もないの？」

火「やっぱりツリー、ダメかなぁ」（悲しそう）

プ「大丈夫だよ！きっとどこかに、きみの星でも大きくなる木があるよ！一緒にさがしに行こう！」

火「一緒に探してくれるの？ありがとう」

プ「お母さん、もどってきてからツリーの飾りつけをするよ」


シ「はいはい、気をつけていってくるのよ」

カ「プロキオン、迷子になるなよ！」

ポ「火星でも育つツリーが見つかるといいな」

プ「うん。じゃあ、みんな。いってきま～す」

火「いってきま～す」

出発するまでが長いし、そのほうがいいかも・・・と思います。

《(映像または絵で）緑の地球、青い海》

火「ここって、こんなにたくさん木があるんだね～水もいっぱいだね～」

プ「（プロキオンは自慢げに）そりゃそうさ。地球はとってもきれいな星なんだ。宇宙一だよ！」

火「あれ？！あれはなに？何かしてるよ（ちょっと楽しそう）」

《森の木が切られていく。機械で大量に木が切られている》

火「あれ、一本もらってく？」

プ「ダメだよ・・・（あきれぎみ）あれは人のだもん」

火「ダメなのぉ？あんなにいっぱい持ってるのにぃ」

プ「なんであんなにいっぱいもってるんだろう」

火「あっあっちも何かしてるよ！」

プ「ホントだ、何してるんだろ？いってみよ」

（火星人、プロキオン移動）

《おじいさん（実はサンタさん）と、とりが木を植えている。

とりはくちばしで苗をとるなどしておじいさんのお手伝いをしている感じ。》

プ「こんにちは。」

火「こんにちは。」（プロキオンのマネ）

プ「おじいさんたち何してるの？」

サ「こうやって木を植えているんじゃよ」

と「そうなんじゃよ」

火「なんで？どうして木を植えるの？」

プ「そうだよ。木はいっぱいあるじゃん」

サ「よぉ～く見てみなさい。ここに木はあるかい？」

プ「えっ？」

《プロキオン、火星人、辺りを見回す。そこは何にもない荒地。》

火「何にもないね。火星に似てるね」

プ「うん・・何にもない」

サ「じゃろ？ここにはほんの少し前までは木がいっぱいあったんじゃ」

と「そうだ。ここはおいらたちの住む森だったんだ」

サ「ここにはいろんな動物たちが生きていた」

と「でも、森はなくなった」

サ「突然、人間達が森の木を全部切りたおして持っていってしまったんじゃ」

と「あっというまの出来事だった」

サ「そして、ここの動物たちは住むところを失ってしまったんじゃよ」

と「だから、木を植える」

サ「みんなの住むところを少しでも取り戻すためにな」

プ「そうなんだ・・・住むところがなくなっちゃうなんて」

火「木を植えてるからまた住めるね！みんないつもどってくるの？あした？」

サ「いやいや」

プ「じゃあ、来週？」

サ「いやいや、まだまだずっと先じゃのう。立派な森になってみんなが住めるのはあと５０年ぐらいかのぉ」

プ「ごっごじゅうねん？！あと５０年なんて僕待ってられないよ！おじいちゃんになっちゃうじゃん！」

火「木が大きくなるのっていっぱい時間がかかるんだね」

と「今、植えないとおいらたち、生きていく場所もっとなくなる」

サ「このまま、森がどんどんなくなってしまったら人間たちだって生きていけなくなってしまうじゃろうのぉ」

プ「そうなんだ。木ってとっても大切なんだね。」

サ「今植えてるこの木たちは未来の生き物たちへのワシからのプレゼントなんじゃ」

火「プレゼント？僕もプレゼントするぅ～」


プ「うん。僕達も手伝うよ！」

《プロキオンが穴を掘って、火星人が８本ずつ木を植える》

サ「ふぅ～これで５０年後が楽しみじゃな。手伝ってくれてありがとう。ところで君達は何をしにきたんだい？」

プ「火星でも育つツリーを探してるんだ」

賛成です。

サ「手伝ってくれたお礼に教えてあげよう、そのツリーの種が伝説の泉にあるはずじゃ」

実は、最初は「は」にしていたんです。でも、「種」というのはここで初めて　　　　出てくるので「が」と書き直してみたのですが、どちらがいいか皆さんの意見をききたいです。

プ「伝説の泉？それってどこにあるの？」

サ「そうさの、星たちがおしえてくれるじゃろう、聞いてみなさい」

座が抜けていますね（＾＾；）

「星座たち」がいいと思います

と「伝説の泉、見つけるの大変！」

プ「見つけてみせるよ！」


火「みせるよ！」

サ「ほっほっほっ頼もしいのぉ」

プ「行こう！」

火「行こう！」

《嬉しそうに出発する二人を見送るサンタさん。おじいさんの頭の上に鳥がくちばしでぽこっと帽子をかぶせる。》

《サンタさんの顔がアップになってウインク》

　　シャラララ～ン♪

（見ていた人たちにはサンタさんだとわかる）

火「ねぇ、どうやって探すの？」

プ「まずはふたご座さんに聞いてみよ！」

火・プ「ふたご座さ～ん♪」

カ「おっ二人とも。ツリーは見つかったのか？」

プ「ツリーの種が、伝説の泉のところにあるんだって。伝説の泉ってどこにあるか知らない？」

カ「伝説の泉？わが弟ポルックス～伝説の泉を～知ってるかい～？」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（オペラ風）

ポ「カストル兄さん～それは金色の泉のことじゃないか～い♪」

（素にもどる）

カ「おぉそうだ。俺も聞いたことがある。オリオンさんが詳しく知ってるんじゃないか？」

ポ「あぁ、オリオンさんならきっと教えてくれるさ」

プ「そっか。ありがとう、ふたご座さん」

火「次はオリオンさん？」

プ「うん、オリオンさんに聞いてみよう」

プ「オリオンさ～ん、伝説の泉ってどこにあるの？」

オ「伝説の泉？あぁ、金色に輝く泉のことかね？西の方の森の中にあると聞いたことがあるよ。おひつじさんが伝説の泉を見守っているとか・・・」

プ「おひつじさん？西の方だね！ありがとう」

火「ありがとう」

《西に向かって飛んでいる》

う「どこいくんだも～」

プ「あっおうし座さん！」

う「どこいくんだも～」

プ「伝説の泉に行くんだ」

う「あっちだも～」

プ「ありがとう！」

火「ありがとう！」

《音楽がかかって泉が見えてくる》

プ「あっあれじゃない？！」

火「あれだね！」

《泉の前に、突然、おひつじさんがにゅっと出てくる》

プ「えっえっと・・・ぼくはプロキオン、この子は火星人。あなたがおひつじさん？」


ひ「そうだ。」

プ「ぼくたちツリーの種を探してるんです。どこにあるか知りませんか？」

新しい登場人物などに探してることを伝える場面は全て「クリスマスツリー」とした方がいいかもしれませんね。

ひ「そうか。。。知っている。だが、教えられん。」

プ「えぇ～なんで～？！」

ひ「お前達は泉を汚すだろう？」

プ「僕たち泉を汚したりしないよぉ。」

火「汚さないよ」

ひ「そうか？約束できるか？」

プ・火「うん！！！」

ひ「んっ・・・・やっぱり教えん」

プ「なんでだよぉ～！」

ひ「だってよぉ～お前ら・・・どうしてそんなに種がほしいんだ？」

プ「この子ね、ツリーがほしいんだって。火星では木が育たないんだよ。だから、この子に火星でも育つツリーをどうしてもプレゼントしたいんだ！」

ひ「そうか・・・よしっ分かった教えてやろう」

火・プ「やったぁ！」

ひ「泉のほとりにみえるあの大きなツリーのてっぺんにある星。あれが種だ。」

プ「わかったよ！ありがとう」

火「ありがとう」

ひ「でも・・・・おまえらにとれるかな？」（ちょっと意地悪そうに）

プ「うん、何とかやってみる」

プ「ぼくの上に乗って！」

火「わかった」

火星人、プロキオンの上に乗る。

プ「どう？取れる？」

火「取れないよ～」

《よたよたしている。火星人は必死に手？足？をのばすが届かずに、プロキオンからボテッと落ちる。》

（どこからか星座さんたちの声が聞こえてくる。）←ざわざわした感じ

カ「おぉ、二人とも。何か手伝うことがないかと思って皆できてみたぜ」

ポ「何かあるか？」

プ「みんなありがとう。あの木のてっぺんにある星が種なんだ。でも、二人じゃ取れなくて・・・

ポ「よし！二人とも俺の上にのるんだ！肩車だ！」

（プロキオン、火星人ポルックスの上に乗る。）

火「届かないよ～」

カ「よし、分かった！ポルックス俺の上に乗れ！」

ポ「よし！」

（それでも届かない。）

オ「よし、二人とも俺の上に乗るんだ。ここは力もちの出番だな！」

（みんな、そのままオリオンさんの上にのる。）

火「とっ取れないよ～」

う「みんな、上にのるも～」

（おうしさんのうえが一番下になる。）

カ「どうだ？とれるか？」

火「う・・・んもう少し・・・うぅっうわぁ！」

《ぐらぐらして落ちそうになる。》

火「おっ落ちちゃうよ～」

プ「もう少し、頑張って！」

ポ「頑張れ！あとちょっとだ！みんなも頑張れって応援してくれ、せーの！」

皆「頑張れ～！」

火「うぅっとっ届きそう・・・」

ポ「もう少しだ！」

カ「もっと大きな声で応援、頼むよ！せーの！」

皆「頑張れ～」

火「あっ？！」

《ドンガラガッシャ～ン（皆、崩れ落ちる）》

星「うっうわぁ？！」

プ「イタタタタタ・・・・」

火「金色！！！！」（種が金色。）

プ「えっ？たっ種だー！！！」

プ「やったぁ～！！！！皆、応援ありがとう！」

火「ありがとう！火星で育てるね！」

ひ「ちょっと待て、その種はこの泉の水をかけて芽をださなければ火星では育たんぞ」（みんなで協力して種を取る姿に関心。火星人に言い聞かせるように）

プ「そうなの？かけてみよう」

（二人で泉の水をすくって種にかける）

《種から芽がシャラララン～♪と二つでる。》

プ・火「やったぁ～！！！」

プ「はい！これで火星でもツリーが飾れるね！育つまでにもう少し時間がかかるけど」

火「うん。僕、頑張って育てるよ！はい！」

プロキオンに一つの芽を渡す。

プ「えっいいの？」

火「うん、おそろいだね」

プ「ありがとう、大切に育てるよ」

そのほうが分かりやすくていいかもしれません。

火「元気でね」

プ「君もね」

火「ばいば～い」

《火星人、どこからか現れたＵＦＯにのって帰っていく。》

《皆で火星人を見送っている。》

（サンタさんがそりに乗ってとおりすぎる）

正面で

サ「ほっほっほっやっぱり地球はきれいじゃないとなぁ」

書いている中で、このサンタさんの一言はちょっと唐突な気がしました。

もし、みなさんが違和感を感じなければこのままでもいいとおもうのですが、

同じようなニュアンスで他にもっといいセリフがありそうな気もします。

とウインクして微笑みながらさって行く。

☆エンディング後

《「１０火星年後」の文字が現れる》

《プロキオンが望遠鏡を覗いている。プロキオンの隣には大きくなった木が。》

プ「あっあの赤い星は火星？」

（プロキオン、木を見つける。）

プ「あっあの木は・・・・大きくなってる～！！！」

《木には「地球の友達からのプレゼント」というプレートがかかっている。》

・最初のナレーションでの言葉がうまく見つかりません。

・「がんばれ～」のシーンはどうでしょうか。

・プロキオンが火星人のためにクリスマスツリーがほしいんだとおひつじさんに説得するシーンですが、このままのセリフでいくとして、プロキオンが説得している絵を出せるなら「この子」でも分かると思うのですが、絵がなければ火星人に名前をつけたほうがいいのでは・・・と思います。

・《》はほしいと思った絵＆音です。

先日は見逃していましたが、プロキオンの火星人への自己紹介があった方がいいと思うのですがどうでしょう？


そういえば、過去2作はお約束？で相手にも「君こそ誰？」「僕はこいぬ座のプロキオン」といった会話が入ってたような～。ｆ^_^;





ここは短くテンポをあげて送り出した方がいいように感じます。


ふたご座兄弟はここまでけっこう出ているので、ここはシリウス母さんだけに声をかけてもらうのはどうでしょう？





ここは、説明で観客にも確認してほしいので「クリスマスツリー」と正式名称の方がいいように思います。





「が」でなく、「は」では？





ここは「星座たち」の方がいいように思いますがどうでしょう？





ここは新しいですね！


期待感が高まるし、場面転換がすごく面白いと思いました！！





「クリスマスツリー」の方がいいように思うのですが、どうでしょう？





ぼく、クリスマスツリーの木、大事に育てるよ


という感じの方が最後の確認になっていいような気がするのですがどうでしょう？








